
接 尾 辞 「チ ック」 につ い て

「CD一 毎 日新 聞 」(1991-2005)お よ びBCCWJを 用 い て

村 中 淑 子

1は じめに 本稿 の 目的

接 尾 辞 「チ ッ ク」 と は,た と え ば,ロ マ ン チ ッ ク(romantic),エ キ ゾ

チ ック(exotic),ド ラマ チ ッ ク(dramatic)の よ うな 外 来 語 の 一 部 と して

日本 語 に 入 って きた もの で あ る 。

英 語 の 場 合,-ticは 一icの異 形 と され て お り,「 … の,… に関 す る,… 的

な」 の 意 の形 容 詞 を作 る接 尾 辞 で あ る(ジ ー ニ ア ス 英 和 大 辞 典)。 た とえ

ば 上 記 のromantic,exotic,dramaticに お い て は 一ticの形 で あ る が,

Platonicやheroic,Arabicな ど にお い て は 一icの形 とな って い る 。

日本 語 の 場 合,「 イ ッ ク」 で は な く 「チ ッ ク」 の 形 が 接 尾 辞 と して 機 能

し て い る とみ て よい だ ろ う。 た と え ば,漫 画 チ ック,乙 女 チ ッ ク とい っ た

こ と ば は,す で に な じみ の あ る もの で あ る 。 そ れ ぞ れ,漫 画,乙 女 とい う

名 詞 に 「チ ッ ク」 が 接 尾 辞 と して 付 い て,ナ 形 容 詞 を形 成 し,「 漫 画 チ ッ

ク な事 件 が 起 きた」 「乙女 チ ック な 空 想 に耽 る」 の よ うに使 用 さ れ う る。

本 稿 で は,「 ○ ○+チ ック」 の形 の 造 語 に注 目す る 。 す な わ ち,ロ マ ン

チ ック ・エ キ ゾ チ ッ クの よ うな,英 語 に お け る一 単 語 が そ の ま ま 日本 語 の

ナ 形容 詞 と して使 われ る よ う に な った もの で は な く,漫 画 チ ッ ク ・乙女 チ ッ
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クのような,日 本語 における既成の語に 「チ ック」が後接 して新たなナ形

容詞 となった ものに注 目する。外来語由来の接尾辞 「チ ック」の使用状況

と造語力 について調べ たい,と いうのが 目的である。

外来語が日本語に占める割合が増加 しつつある,と いう指摘は頻繁にな

されている。雑誌や新聞等の語彙を対象 とした計量的研究が行われており,

外来語語彙使用の経年変化を知 ることができる(国 立国語研究所1964,国

立国語研究所1987,国 立国語研究所2005,橋 本2010な ど)。「トラブル」や

「メリット」などの単語の使用状況の経年変化に注 目した研究 もある(金

2006a,金2006b,柏 野2007,宮 田2007,茂 木2007,茂 木2008等)。

しかしそれ らの研究は,語 彙レベル,も しくは単語レベルの現象に着 目

したものである。単語を形作る一部分としての外来語,す なわち,接 尾辞 ・

接頭辞などの造語成分 レベルの外来語が,日 本語の中でどのような位置 を

占めているか,ま たその要因は何であるか,な どについては,あ まり研究

が進んでいない とみてよいだろう。

野村1977は 「外来語が(中 略)造 語能力をもつ ものとして,漢 語につ ぐ

存在 となりつつある」,野 村1984は 「外来語は借用の段階をこえて,造 語

の問題にふか くかかわろうとしている」 と述べてお り,接 尾辞 ・接頭辞な

どの造語成分 レベルの外来語の存在を指摘 している。外来語由来の接辞 を

列挙 したもの としては,森 岡1985,田 辺1990,永 田1994,鈴 木2008等 があ

り,造 語成分の網羅 を目指 して辞書調査 を行 った研究に山下2007が ある。

しか し,外 来語由来の接辞を個別的に詳 しく扱った研究は見当たらない。

そこで本稿では,語 彙 レベルもしくは単語レベルの現象だけでなく,造

語成分 レベルの外来語の,日 本語におけるはたらきを詳細に知ることに意

義がある,と い う観点か ら,対 象を 「チック」にしぼ り,そ の実態につい

て考察する。前掲の金2006a・ 金2006bは,抽 象的な意味を持つ外来語の中

に,日 本語の基本語彙の仲間入 りをしたものがあること,ま たその要因は
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言語内的に明 らかにすべ きことを指摘 している。外来語由来の接辞 も 「抽

象的な意味 を持つ外来語」 に該当するであろうが,「 チ ック」の場合は基

本語化 していると言 えるのかどうか,そ の点についても検討 したい。

次章以下では,2種 類のデータを用いて分析を行 う。まず2章 で15年 分

の新聞記事データにおける接尾辞 「チ ック」の使用度数,前 接要素,接 尾

辞 「チック」によって形成されたナ形容詞が修飾するもの,出 現分野,に

注目 しなが ら使用状況 を明らかにする。次に3章 で書 きことばコーパス

(BCCWJ)に おける検索結果を検討する。さらに4章 ではそれ らを比較 し

なが ら 「チ ック」の造語力,お よび日本語 における位置づけについて,考

察を進めてい く。(以 下,本 稿では,特 に断 らない限 り,「～チック」は接

尾辞 「チック」が造語成分 として機能 した結果 として作られた語形を表す

こととする。)

2「CD一 毎 日新 聞 」(1991～2005)に よ る 調 査 と 分 析

2-1デ ー タ と検 索 に つ い て

本 章 で用 い た デ ー タ は,次 の もの で あ る 。

「CD一毎 日新 聞」(著 作 権 者:毎 日新 聞 社,発 売:日 外 ア ソ シ エ ー ツ)

の1991年 分 か ら2005年 分 ま で 。 そ れ ぞ れ,毎 日新 聞1年 分 の東 京 ・大 阪 本

社 の 朝 夕 刊 最 終 版 の記 事 を フ ル テ キス トで 収 録 したCD-ROMで あ る')。

1年 分 ず つ,「 チ ッ ク」 を キ ー ワ ー ドに して検 索 を行 な い,目 的 以 外 の

も の をい ち い ち取 り除 い た 。 著 作 権 の 関 係 で,CD-ROMに お い て は タ イ

トル と掲 載 年 月 日 しか 検 索 で きな い 記 事 が い くつ か あ っ たが,そ れ らに 関

して は,縮 刷 版 で該 当 箇 所 を探 し,内 容 を確 認 した 。

2-2「 ～ チ ック」 の使 用 度 数 の 変 遷

「CD一毎 日新 聞」(1991年 ～2005年)に よ っ て 「～ チ ッ ク」 を検 索 した
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結果 を,表1に 示す。横軸の 「漫画系」「乙女系」 「SF系」は,ま とまっ

た数の出現があったため,項 目として立てた ものである。

15年間で39件,1年 あた り平均2.6件 と低頻度であるが,使 われていな

い年は無 く,安 定的 ・継続的な使用が行なわれているといってよいだろう。

この2点,す なわち,① なぜ頻度が少ないのか,② なぜ安定 した使用が

あるのか,の 要因については,後 で検討する。

表1毎 日新 聞全 記事 におけ る 「～チ ック」 の語 形 と出現 度 数の推 移

(2回 以上 出現 した場合 は,語 形 の後 ろに回 数 を示 した)

出現年 漫画系 乙女系 SF系 その他 計

1991 漫画 チ ック 1

1992 漫画 チ ック 乙女チ ック SFチ ッ ク3 5

1993 漫画 チ ック2 2

1994 乙女チ ック SFチ ッ ク 演 歌 チ ック 3

1995 劇画 チ ック 1

1996 少女漫画チック 乙女チ ック 成金 チ ック 3

1997 漫画 チ ック2 小 説 チ ック 3

1998 少 女チ ック 1

1999 漫画 チ ック2 2

2000

お もち ゃチ ック

変態 チ ック

レ トロ チ ック 3

2001 漫画 チ ック 乙女チ ック

古 典 チ ック

劇 場 チ ック 4

2002 漫画 チ ック お ばち ゃん チ ック 2

2003 乙女チ ック

反動 チ ック

絵 画 チ ック

SMチ ック 4

2004 映画 チ ック 1

2005

漫画 チ ック

少女 漫画 チ ック 絵 画 チ ック2 4

計 14 6 4 15 39
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2-3「 チ ック」の前接要素

表1か ら前接要素の全般的な傾向をみると,「漫画」「乙女」の2つ で約

半数を占めてお り,こ の2つ については,「漫画チ ック」「乙女チ ック」 と

いう語がすでにナ形容詞 として固定化 しているともみえる2)。そのほかの

前接要素 についてはばらばらであ り,チ ックの付いた形が固定化 している

とはみえない。「チ ック」がさまざまな語 に付いて,新 しく語を作 る力 を

もっていることが伺 える。

「漫画系」 としてまとめたものの中に 「劇画チック」1件 「少女漫画チッ

ク」2件,「 乙女系」 としてまとめた ものの中に 「少女チ ック」が1件 あ

る。これは,「 漫画チ ック」 「乙女チ ック」の派生的バリエーシ ョンと考え

られる。このような派生形が生 じうる余地があるということは,「 チック」

の柔軟性 を示す ものであろう。

「SF」が4件 あるが,こ のうち2件 は同一筆者によるものである。「そ

の他」 としてまとめたもののうち,複 数回出現 しているのは 「絵画」の3

件であるが,こ れは3件 とも,同 一筆者による。「～チ ック」の特定の形

を好んで使 う筆者がいることを示唆 している,と みてよいだろう。

前接要素は全て語であ り,句 や文がついた ものはない。

前接要素の語種 をみると,漢 語(漫 画,演 歌,小 説,変 態,古 典,劇 場,

反動,絵 画,映 画),和 語(乙 女,お もちゃ,お ばちゃん),外 来語(レ ト

ロ,SF,SM),混 種語(成 金)の いずれ もみ られるが,漢 語が特に多い

といえよう。

前接要素の品詞はほとんどが名詞であるが,「 レ トロ」だけは名詞では

なくナ形容詞である。チ ックを付 けなくても 「レトロな」 というナ形容詞

として使えるのに,わ ざわざ 「レ トロチック」 という形にしている。

前接要素の名詞群には,な にか意味的な共通点があるだろうか。「漫画」

「少女漫画」「乙女」 「SF」「演歌」「成金」「おばちゃん」 などをみる と,
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ステレオタイプ的に特徴 を取 り出 しやすいもの,と 言えそうである。比較

的,椰 楡の対象 として扱われやすい もの,と も言えそうであるが,で は,

マイナス評価的意味を帯びるものが多いだろうか。「成金」「変態」「おば

ちゃん」「反動」 「SM」 はマイナスに傾 くものであるといえるだろう。 し

か しこれはあ くまでも前接要素単独で とらえた場合である。チックが付い

てで きた語が,あ る文脈に置かれた場合,ど のようなニュアンスを帯びる

かについては,次 節以降で見てい くことにする。

2-4「 ～ チ ック」 の 品 詞 性

こ こで 「～ チ ック」 の 品詞 と して の 性 質 を確 認 す る。 表1の 「～ チ ッ ク」

の 語 形39件 につ い て,直 後 に 来 る形 を み る と,次 の 通 りで あ る 。 「～ チ ッ

ク」 は ナ 形 容 詞 で あ る とみ て 問 題 ない だ ろ う。

～ チ ッ ク な[名 詞]21
,～ チ ック に[動 詞]7,～ チ ック で5,

～ チ ッ クだ2
,そ の 他4(～ チ ック過 ぎ る/と/。/[名 詞])

2-5「 ～ チ ック」 は何 を どの よ う に形 容 す る か

こ こ で は,ナ 形 容 詞 「～ チ ッ ク」 が 何 を どの よ う に形 容 して い るの か を,

前 接 要 素 ご と に み て い く。

2-5-1「 漫画チ ック」が形容するもの

まず,一 番多かった 「漫画チック」について。 目立つ ものとしてまず挙

げられるのは,映 画やテレビ番組等における人物造形への形容 に使う例で

ある。

(1)NHKド ラマ 「秀吉」の竹中直人のキャラクターが漫画チ ックともい

われ,評 価が大 きく分かれた。だが,私 は大河 ドラマの型にとらわれず竹

中秀吉の良さが出た ドラマだった と思 う。
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(1997/1/6朝 刊,40歳 主婦 の 投 稿)

② キ ャ ラ ク タ ー は,か な り漫 画 チ ック に な っ て い て,小 さ い子 で も退 屈

し な い だ ろ う。(1999/3/12夕 刊,映 画 「バ グズ ・ラ イ フ」 評)

(3)お ま け に ブ ラ ナ ー[筆 者 注3):ケ ネ ス ・ブ ラナ ー]の 漫 画 チ ッ ク な表

現 も楽 しい 。

(1999/12/3夕 刊,映 画 「ワ イ ル ド ・ワ イ ル ド ・ウ エ ス ト」 評)

(4)た だ で さ え漫 画 チ ッ ク で 派 手 な 囚人 服 で 街 を行 く三 人[ル ー 大 柴 とナ

イ ンテ ィナ イ ン]に 「これ で は一 時 間 で捕 ま っ て しま っ て番 組 に な らな い」

とス タ ッ フ を心 配 させ た が(略)

(1993/11/26朝 刊,テ レ ビ東 京 の 番 組 紹 介 「逃 亡 者!東 京 大 捜 索 」 一ル ー

大 柴 ら"3容 疑 者"12時 間 で捕 ま るか 一)

(4>の例 は,「 囚 人 服 」 を修 飾 して い る と も とれ るが,「 三 人 」 を修 飾 して

い る と とれ ば,ル ー 大 柴 とナ イ ン テ ィ ナ イ ンの,顔 や 姿 形,身 体 の 動 きや

顔 の表 情 も含 め た ようす を 「漫 画 チ ッ ク」 と形 容 して い る と考 え られ,人 々

に見 せ る もの と して の 自己 演 出 も含 め た 人 物 造 形 の 形 容 で あ る と とれ る 。

映 画 ・テ レ ビ に お け る人 物 で は な くて も,知 り合 い の 人 物 を公 の 場 で説

明 す る た め の 談 話 に お い て使 わ れ て い る例 が あ っ た 。

(5)「 早 川 さ ん の キ ャ ラ ク ター の 問 題 もあ るが,歩 い て い る 人 を倒 す と こ

ろ を想 像 で き ます か?早 川 さん は漫 画 チ ッ ク な と こ ろが あ る ん で す よ」

(1997/9/20朝 刊,オ ウ ム裁 判 の 記 録 に お け る端 本 被 告 の 証 言)

さ らに,人 物 で は な く,競 馬 馬 の 性 質 を擬 人 的 に 形 容 した例 もあ っ た 。

(6)「 漫 画 チ ッ クで お 人 好 し」

(1992/12/26朝 刊,更 級 四郎 『馬 もの が た り』 の 紹 介,名 馬 グ リ ー ン グ

ラス に つ い て)

次に挙げるのは,人 々の行動の結果生 じた状況 ・事物について,形 容 し
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た 例 で あ る 。

(7)漫 画 チ ック に描 く,政 府 の 危 機 管 理

登 場 す る 人 物 設 定 の お か し さ,お も しろ さ は抜 群 だ 。(略)個 性 が あ ふ

れ 魅 力 的 。(略)漫 画 チ ッ ク な味 わ い が あ り,ユ ー モ ア た っ ぷ り。 笑 い こ

ろ げ て し ま う4)。(2001/6/11夕 刊,落 合 信 彦 『騙 し人 』 へ の 批 評)

(8)漫 画 チ ック過 ぎ る弁 済 金 プ ー ル

裏 金 プ ー ル に備 え,返 済 金 プ ー ル とい うの も漫 画 チ ッ ク で す 。 ブ ラ ッ ク

ジ ョー ク で す か 。

(2002/3/19朝 刊,投 稿 欄,77歳 無 職 の 人 の投 稿,外 務 省 の裏 金 に関 して)

(9)京 都 で は醜 悪 な 京都 タ ワ ー が で き,京 都 が 京 都 を否 定 しだ した 。 私 た

ち は京 都 じ ゃ な い ん だ ぞ 一 っ て 。 そ れ を も っ と高 い ボ リ ュ ー ム で 発 信 した

の は京 都 駅 の 駅 ビル 。 巨 大 で,漫 画 チ ッ クで 。

(2005/12/9夕 刊,ア レ ック ス ・カ ー氏 へ の イ ン タ ビュ ー 記 事)

最後に挙げるのは,絵 についての形容の例である。

(10)(略)学 生 に自画像凧 を課題 としましたけど,最 近の学生は自分を漫

画チ ックに表現するのが実に上手ですね。

(1991/4/26夕 刊,彫 刻家広井力氏の談話)

(11)同 店では(略)お ひなさま手ぬ ぐいも用意 している。男びな,女 びな,

三人官女,五 人ばやしが漫画チックに描かれているだけだが,(略)

(1993/2/16朝 刊,記 事 「にぎやか 「ひな祭商戦」皇太子妃決定で追い

風 に」)

以上 をまとめると,「漫画チ ック」が形容する ものは,お よそ次の2つ

であ り,プ ラス評価的な例 もマイナス評価的な例 もある。

① 「大げさ」 「表現にメリハ リがある」「誰 にでもわか りやすい」「滑稽

一122一



接尾辞 「チック」について

味がある」「現実とは思えないおか しさがある」 というような,漫 画のス

テレオタイプ的特徴 をもつ人物 ・状況 ・事物を形容する場合

②漫画 に似たタイプの絵(単 純化,か わいらしさ,滑 稽味等の特徴をも

つもの)を 形容する場合

漫 画 系 と して ま とめ た 「劇 画 チ ック」 は,映 画 の カ メ ラ ワ ー ク につ い て

評 した もの(1995/12/5夕 刊,映 画 「ク イ ック&デ ッ ド」 評),「 少 女 漫 画

チ ッ ク」 は,初 期 の レ デ ィ ース コ ミ ック を形 容 した もの(1996/7/16夕 刊)

と,韓 国 映 画 の 見 せ 場(キ ス シ ー ン な ど)を 形 容 した も の(2005/3/25夕

刊)で あ っ た 。 こ れ ら は,形 容 され る側(映 画 の カ メ ラ ワ ー ク,レ デ ィー

ス コ ミ ッ ク,映 画 の見 せ 場)と,形 容 す る 側(劇 画,少 女 漫 画)が,も と

も と類 似 の カ テ ゴ リ(視 覚 的表 現 芸 術)に 属 す る もの で あ る とい う点 で,

上 記 の② と共 通 して い る。

2-5-2「 乙 女 チ ック」 が 形 容 す る もの

「漫 画 チ ック」 に次 い で 多 か った 「乙女 チ ック」 につ い て 。 典 型 的 な使

い 方 と して は,次 の よ う な例 が 挙 げ られ る 。

⑫ とて も優 しい 先 生 に私 は あ こが れ て い た 。(略)胸 の ドキ ドキ は 心 臓

病 で は な く,あ こ が れ ゆ え の と きめ きだ と年 が い もな く乙 女 チ ッ ク な こ と

を思 い め ぐ ら して い た 。

(1994/2/ll朝 刊,「 女 の 気 持 ち」 投 稿 欄,主 婦53歳)

(13)た ば こ を吸 い,酒 を飲 む豪 快 さの 反面,恋 愛 ドラマ に号 泣 す る乙 女 チ ッ

ク な役 に,小 泉 は 「今 まで に な い 役 。(略)」

(2003/12/4夕 刊,小 泉 今 日子 へ の イ ン タ ビ ュ ー)

これ らの 「乙女 チ ッ ク」 は,「 年 若 く経 験 の 少 な い 女 性(す な わ ち 乙女)

が(恋 愛 に関 して)持 っ て い る と想 定 され る よ うな,素 直 な感 受 性 を持 っ
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ているようす」の形容 として使われているとみてよいだろう。

上記の例2つ にも,ま た次の(14)にも言えることであるが,「 乙女チック」

を人物描写として使 う場合は,い かにも 「乙女チック」な人物 というより

はむしろ,「 乙女チ ック」でない部分がかなりある人物(上 記の例の中の

「年がいもなく」や 「豪快さの反面」等の表現を参照)に ついて,意 外な

側面があることを好意的に説明する場合 に使 われる傾向があるようである。

(14)そ んな瀬川さん[瀬 川瑛子]が 「おしゃれカンケイ」にやって来まし

た。(略)過 去の恋の話,乙 女チ ックな女子高生の ような部屋,一 心不乱

の応対が温かい。(1996/9/6夕 刊,腰 山一生氏 によるテレビ番組評)

ほ か の 「乙 女 チ ッ ク」 の例 は,人 物 とは 関 わ りな く,音 楽 や マ ン ガ等 の

芸 術 表 現 を形 容 す る もの で あ っ た 。

⑮ ユ ー モ ラス な君 平 さ ん の 詩 の イ メ ー ジ を,若 い 女 性 向 きに,カ ラ ッ と

明 る く,乙 女 チ ッ クな 女 声 合 唱 組 曲 に仕 上 げ て い る 。

(1992/4/3朝 刊,「 話 の ポ シ ェ ッ ト」 と い う小 記 事 欄)

(16)『 りぼ ん 』 で 活 躍 す る 乙 女 チ ッ ク少 女 マ ン ガ の よい 意 味 で の 後 継 者

(略)(2001/7/6夕 刊,ヤ マ ダ トモ コ氏 に よ る マ ンガ ・書 評)

2-5-3そ の 他 の 「～ チ ッ ク」 が 形 容 す る もの

「漫 画 チ ッ ク」 「乙 女 チ ッ ク」 以 外 の 「～ チ ッ ク」 の 例 を 見 わ た して,

目 につ く特 徴 を挙 げ よ う。

「漫 画 チ ッ ク」 に見 ら れ た よ う に,隣 接 領 域 の大 衆 芸 術 を説 明 す る た め

の 形 容 表 現 と して 「～ チ ック」 が 用 い られ て い る例 が あ る。

(17)奇 を て ら わぬ 落 ち 着 い た ロ ッ クサ ウ ン ドに,演 歌 チ ック で シ ン プ ル な

メ ロ デ ィー と歌 詞 が乗 り,一 度 聞 く と忘 れ られ ぬ 魅 力 が あ る 。

(1994/2/21夕 刊,音 楽 評,ス タ ー ダス ト ・レ ビ ュ ー の 曲 につ い て)
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(18仲 田 の か な は,優 美 な線 の 流 れ と絵 画 チ ック な イ メ ー ジ が1つ の 特 徴

で あ る が(2003/5/22夕 刊,書 につ い て の 批 評)

⑲ 彼 は,映 画 チ ッ ク な甘 い ピ ア ノ協 奏 曲 「シ ル ク ・ロ ー ド」 を 自 ら作 曲

し て弾 くか と思 え ば,怒 と うの よ う な モ ー ツ ァ ル ト 「トル コ行 進 曲」 を展

開 す る 。(2004/4/5夕 刊,ク ラ シ ッ ク音 楽 評,フ ァ ジ ル ・サ イ につ い て)

こ れ らは そ れ ぞ れ,ロ ック音 楽 を 「演 歌 チ ック」,書 道 を 「絵 画 チ ッ ク」,

ピ ア ノ 曲 を 「映 画 チ ッ ク」,と 表 現 して い る。

「～ チ ッ ク」 に形 容 さ れ る もの が 誰 に属 す る か,と い う視 点 か ら見 る と,

発 信 者 自身 の 思 考 や 産 物,行 動,見 た 目な ど を,や や 自嘲 的 に 形 容 す る場

合 に使 わ れ る例 が 散 見 さ れ る 。

⑳ 思 え ば 子 供 の こ ろ,「(略)」 な ど とい うSFチ ッ ク な 思 い で,ギ ャ グ

を飛 ば しあ っ た り した も の だ 。

(1992/8/15夕 刊,コ ラ ム ニ ス ト小 杉 な ん ぎ氏 の エ ッセ イ)

⑳=(12)と て も優 しい 先 生 に私 は あ こ が れ て い た 。(略)胸 の ドキ ドキ は

心 臓 病 で は な く,あ こが れ ゆ え の と きめ きだ と年 が い も な く乙 女 チ ック な

こ と を思 い め ぐ ら して い た。

(1994/2/11朝 刊,「 女 の 気 持 ち」 投 稿 欄,主 婦53歳)

(22)中 谷 美 紀 ふ ん す る美 しい 人 妻 が(略)サ ス ペ ンス 。 「変 態 チ ッ ク な愛

を見 て下 さい 」 と笑 う 中 田監 督 に聞 い た 。

(2000/10/23夕 刊,映 画 「カ オ ス 」 の監 督 へ の イ ン タ ビ ュ ー)

(23)東 急 ハ ンズ で ア ル ミの ドカ ベ ン弁 当箱 を購 入 した り,頭 に は ア イパ ー

をあ て て柳 屋 ポ マ ー ドや 丹 頂 チ ッ クで 整 髪 す る な ど,物 狂 お しい ほ ど レ ト

ロチ ック な 生 活 ス タイ ル を追 い 求 め て い た 。

(2000/ll/5朝 刊,日 曜 くらぶ,串 間 努 氏)

4)地 人 会 が 「ア ンチ ゴー ヌ」30年 ぶ りの 上 演,南 果 歩 ・有 川博 で 一東 京
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で3日 か ら

南[果 歩]は こ う語 る。 「(略)せ りふ に敬 語 や比 喩 が 多 く,今 の 人 に は

古 典 チ ッ ク に聞 こ え るか も しれ ませ ん」(2001/6/1夕 刊)

5)35歳,今 が チ ャ レ ン ジ ど き

「昼 の ドラマ は初 め て 。 こ れ で お ば ち ゃ んチ ック に な っ ち ゃ うん じゃ な

い か と心 配 しま した(笑 い)」(略)「 母 親 役 を や っ て い る と,お うち に帰 っ

て も,つ い腰 に手 を当 て て,お ば ち ゃ ん ら し くな っ て るの(笑 い)」

(2002/6/28夕 刊 。 南 野 陽子 へ の イ ン タ ビ ュ ー)

⑳ の 「SFチ ッ ク」 は 自 分 の 過 去 の 空 想 に つ い て,⑳ の 「乙 女 チ ッ ク」

は医 者 へ の 自分 の思 い につ い て,2)の 「変 態 チ ック」 は 自分 の 監 督 した 映

画 に つ い て,3)の 「レ トロ チ ッ ク」 は過 去 の 自分 の 生 活 につ い て,⑳ の

「古 典 チ ッ ク」 は 自分 が 出演 す る演 劇 のせ りふ に つ い て,(25)の 「お ば ち ゃ

ん チ ック」 はい わ ゆ る昼 ドラ(平 日午 後 早 い 時 間帯 に放 送 さ れ る 主 に主 婦

層 向 け の 帯 ドラ マ)に 出 演 す る 自分 に つ い て,そ れ ぞ れ 形 容 して い る表 現

で あ る 。 や や 自嘲 的,あ る い は 謙 遜,と い う よ うな ニ ュ ア ンス が 感 じ られ

る。

以上,2-5で 述べてきたことをまとめると次の通 りである。

「～チック」は,前 接要素である名詞のステレオタイプ的特徴 を持った

人物造形 ・状況 ・事物等の形容 に使われる。

「～チック」は,大 衆芸術 を説明するための形容表現に使われる。なか

でも,前 接要素 と被修飾要素が隣接領域である場合がよくみられる。

「～チック」には,自 嘲的,意 外さ,椰 楡,と いったニュアンスが生 じ

やすい。

2-6「 ～ チ ック」 は ど の よ うな 新 聞記 事 に 出現 す る か
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「～ チ ッ ク」 は,ど の よ うな 分 野 ・ジ ャ ン ル の新 聞 記 事 に 出 現 して い る

の か 。

繰 り返 し に な る が,本 稿 で用 い た デ ー タ は,毎 日新 聞 の 東 京 ・大 阪 本 社

の 朝 夕 刊 最 終 版 の 記 事 の フ ル テ キ ス トを収 録 したCD-ROMで あ る 。 つ ま

り,日 本 の あ る全 国 的 一 般 紙 に お け る,全 紙 面 の すべ て の 記 事 で あ る(中

山 ・桐 生 ・山 口2007の 用 語 で い え ば,す べ て の 「面 種 」,す な わ ち1面 ・

2面 ・3面 ・ス ポ ー ツ ・家 庭 ・科 学 ・解 説 ・経 済 ・芸 能 ・国 際 ・社 会 ・社

説 ・総 合 ・特 集 ・読 書 ・文 化 の16種 す べ て の 記 事 で あ る)。

しか し,前 節 の例 文 をみ て もわ か る よ う に,新 聞 にお い て 「～ チ ック」

の 出 現 す る 箇 所 は,非 常 に狭 く限 定 さ れ て い る。 具 体 的 に挙 げ る な らば,

本 ・映 画 ・演 劇 ・テ レ ビ番 組 ・音 楽 な どの 紹 介 記 事,エ ッセ イ類,読 者 の

投 稿 欄,ほ の ぼ の と し た楽 しい 感 じの軽 め の 小 記 事,イ ン タ ビュ ー 記 事,

な ど で あ る 。

こ こ で 「ほの ぼ の と した軽 め の 小 記 事 」 と呼 ん で い るの は⑪ の こ とで あ

るが,他 に も次 の よ う な例 が あ る。

6)真 新 しい 札 幌 ドー ム は観 客 席 の 傾 斜 が 急 で,緩 や か な カ ー ブ を描 く天

井 に は照 度 の 高 い ラ イ トが 輝 く,モ ダ ンな 造 りだ 。 巨 人 ・原 ヘ ッ ドコ ー チ

が 思 わず 「劇 場 チ ッ クだ な あ」 と も ら した ほ ど。 こけ ら落 と しの ゲ ー ム も

芝 居 の よ う に展 開 した 。(2001/6/27朝 刊,プ ロ野 球)

こ の よ う に,接 尾 辞 「チ ック 」 が 使 わ れ る分 野 ・ジ ャ ン ル に は か な り強

い 制 限 が か か っ て い る と思 わ れ る。 「面 種 」 よ り も さ ら に狭 い カ テ ゴ リで

考 え る必 要 が あ る だ ろ う。 こ こで は,そ の 文 章 の 目的 か ら考 え て み る。 ま

とめ る と,次 の よ う に な る。

新 聞記 事 の 場 合,次 の(ア)(イ)(ウ)の い ず れ か の 条 件 に あ て は ま る

文 章 に お い て,接 尾 辞 「チ ック 」 が 用 い られ る可 能性 が あ る 。

(ア)情 報 提 供 を 目的 とせ ず,娯 楽 提 供 を 目的 と した 文 章 。
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(イ)情 報提供を目的とした文章の場合は,大 衆的な表現芸術の批評 ・紹

介がテーマとなっている場合。

(ウ)文 章の目的に関わ らず,特 定の人物の口頭言語として,カ ギカッコ

等で くくられ,そ の文言が直接的な形で引用 されている場合。

2-7ま とめ:15年 間の新聞記事における接尾辞 「チック」

以上,毎 日新聞記事データ(1991～2005)を 用いて接尾辞 「チ ック」 を

調査 ・分析 した。結果をまとめると次の通 りである。

①1年 間あたり平均2.6件 と低頻度である。

②15年 の間,途 切れず毎年出現 し,安 定的 ・継続的な使用がある。

③前接要素は語である。語種は選ばない。

④前接要素は通常,名 詞である。まれにナ形容詞の場合がある。

⑤ ステレオタイプ的な特徴 を取 り出しやすい名詞 を前接要素 とする傾向

がある。

⑥ 「漫画チック」「乙女チック」 については,ほ ぼ固定的な形 となって

いる。

⑦ 「～チック」の品詞は,ナ 形容詞である。

⑧前接要素である名詞のステレオタイプ的特徴を持った人物造形 ・状況 ・

事物等の形容に使われる。

⑨大衆芸術 を説明するための形容表現 に使 われる。なかでも,前 接要素

と被修飾要素が隣接領域である場合が,よ くみ られる。

⑩ 自嘲的,意 外 さ,椰 楡,と いったニュアンスが生 じやすい。

⑪書 きことば としては,「娯楽提供を目的 とした文章」 もしくは 「大衆

的表現芸術 に関する批評 ・紹介等の情報提供をする文章」において用いら

れる。

⑫話 しことばをそのまま写 した直接引用のなかで用いられる。
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3『 現代 日本語書き言葉均衡コーパス』による調査と分析

3-1デ ー タ と検 索 に つ い て

2章 で,15年 間 の新 聞 記 事 に お け る接 尾 辞 「チ ッ ク」 の 使 用 状 況 を調 べ,

一 定 の見 通 しを得 た
。

本 章 で は,新 聞 も含 め た現 代 日本 語 全 般 にお け る接 尾 辞 「チ ッ ク」 の使

用 状 況 を 確 認 す る た め,『 現 代 日 本 語 書 き 言 葉 均 衡 コ ー パ ス 』(略 称

BCCWJ)を 用 い る 。 「中納 言 」(検 索 ツ ー ル 短 単位 検 索Webア プ リケ ー シ ョ

ン)に よっ て 検 索 し,検 索 結 果 と して 出現 した語 形 を,次 節 で 表2と して

示 す5)。

BCCWJで 「中 納 言 」 を用 い て検 索 で き る デ ー タ は,合 計 約1億480万 語

で あ る(2011年3月 現 在)。 新 聞 ・雑 誌 ・書 籍 ・教 科 書 ・白書 ・広 報 紙6)・

法 律 ・韻 文 ・国 会 会 議 録 ・Yahoo!知 恵 袋 ・Yahoo!プ ロ グ のll種 の デ ー タ

か ら,そ れ ぞ れ 無 作 為 抽 出 に よ って サ ン プル が 抜 き出 され て い る 。ll種 の

デ ー タ の発 行 年,サ ン プ ル数,句 読 点 ・記 号 を 除 い た 推 定 語 数 は 次 の 通 り。

・書 籍(1971～2005年
,21,943件,約6,230万 語)

・雑 誌(2001～2005年
,1,989件,約440万 語)

・新 聞(2001～2005年
,1,479件,約140万 語)

・白 書(1976～2005年
,1,500件,約490万 語)

・教 科 書(2005～2007年
,412件,約90万 語)

・広 報 紙(2008年
,354件,約400万 語)

・Yahoo!知 恵 袋(2005年 ,91,445件,約1,030万 語)

・Yahoo!プ ロ グ(2008年
,52,680件,約1,030万 語)

・韻 文(1980～2005年
,253件,約20万 語)

・法 律(1976～2005年
,346件,約100万 語)

・国 会 会 議 録(1976～2005年
,159件,約510万 語)
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(http:〃www.kotonoha.gr.jp/shonagon/に よ る 。

http:〃www.ninjal.ac.jp/kotonoha/ex _6.htmlも 参 考 に した 。)

「～ チ ッ ク」 の場 合,辞 書 項 目 と して立 て ら れ て い ない 造 語 を 目的 と し

て 検 索 す る た め,「 短 単 位 検 索 」 「長 単 位 検 索 」 で は な く,「 文 字 列 検 索 」

を行 っ た 。 「～ チ ック」 を網 羅 的 に 取 り出 す た め に,次 の よ う な手 順 で 検

索 した 。 ま ず,サ ブ コ ー パ ス ご と に分 け て検 索 した 。 す な わ ち,「 新 聞」

「雑 誌 」 「白書 」 「ベ ス トセ ラー」7)「Yahoo!知 恵 袋 」 「Yahoo!プ ロ グ」 「法 律 」

「国 会 会 議 録 」 「広 報 紙 」 「教 科 書 」 「韻 文 」 につ い て は,そ れ ぞ れ 文 字 列

「チ ック」 で 検 索 し,結 果 を 「キ ー」 で並 べ 替 え て 見 や す く した 上 で 該 当

の もの を取 り出 した 。 以 上 の サ ブ コ ー パ ス に お い て は,「 チ ッ ク」 の ヒ ッ

ト数 は500以 下 で あ っ た 。 「流 通 ・書 籍 」 「生 産 ・書 籍 」 に つ い て は,文 字

列 「チ ッ ク」 で 検 索 す る と ヒ ッ ト数 が そ れ ぞ れ790件 と620件 で,そ の うち

の ラ ンダ ム な500件 しか表 示 さ れ な い た め,「 ス チ ッ ク」 を含 む もの と 「ス

チ ック を含 まず チ ッ ク を含 む もの 」 に分 け て 検 索 す る こ と に よ り,ヒ ッ ト

数 を500件 以 下 に して検 索 結 果 全 て を表 示 で きる よ う に し,網 羅 性 を確 保

した(村 中2011で 見 た とお り 「チ ック」 を含 む文 字 列 に は 「プ ラス チ ッ ク」

が 多 い た め に こ の 方 法 を と っ た)。 た だ し,「 流 通 ・書 籍 」 は,「 チ ッ ク」

790件,「 ス チ ッ ク」426件,「 ス チ ック を含 ま な い チ ック」364件,で ズ レ

は な か っ た が(426+364=790),「 生 産 ・書 籍 」 で は 「チ ッ ク」620件,

「ス チ ッ ク」302件,「 ス チ ック を含 ま な い チ ッ ク」317件 で,1件 の ズ レ

が あ っ た(302+317=619≒620,原 因不 明)。

3-2「 ～ チ ック」 の 語 形 と出 現 の 割 合

「中納 言 」 に よ っ てBCCWJを 検 索 し,得 ら れ た 「～ チ ッ ク」 の 語 形 を,

表2に 示 す 。 表2の 縦 軸 は サ ブ コ ーパ ス で あ る。 「～ チ ック 」 の 出 現 が ゼ

ロ だ っ た サ ブ コ ーパ ス(新 聞 ・教 科 書 ・白書 ・広 報 紙 ・法 律 ・韻 文 ・ベ ス
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表2:BCCWJに お ける 「～チ ック」 の語 形

(語形 の アイ ウエ オ順 。2回 以 上 出現 した場 合 は語形 の直 後 に出現 回数 を記

した。計 は,延 べ 数。)

トセ ラ ー)に つ い て は,表 に示 さ なか っ た 。

サ ブ コ ー パ ス ご との 出 現 度 数 を 見 る と,Yahoo!プ ロ グ が 圧 倒 的 に 多 く,

書 籍,雑 誌,Yahoo!知 恵 袋 が お よそ 同程 度 で あ る よ う に み え る が,各 々

のサブコーパスごとの総語数はかなり異なる。そこで,比 較のために,接

尾辞 「チック」出現度数 と各サブコーパスのおよその総語数,お よび,総

語数を1000万 語 として換算 した出現率(小 数点以下第三位 を四捨五入)を

示 した も の が,表3で あ る。 「流 通 ・書 籍 」 と 「生 産 ・書 籍 」 は ま とめ て

「書籍」 とした。 また表3に は比較のため出現ゼロの 「新聞」 も示 した。

表3を み る と,接 尾 辞 「チ ッ ク」 の 出現 率 は,「 プ ロ グ 」 が 最 も高 く,
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表3:接 尾辞 「チ ック」 の 出現 度 数 とサ ブ コーパ ス ごとの 出現 率

サ ブ コーパ ス プロ グ 書籍 雑誌 知恵袋 国会 新聞

出現度数 46 37 18 14 2 0

総語数(概 数) 1030万 6230万 440万 1030万 510万 140万

1000万 語 あ た り

の 出現率(概 数)

44.66 5.94 40.91 13.59 3.92 0

「雑誌」がそれに次 ぐ高さである。その約3分 の1程 度の数で 「知恵袋」

が続 き,「書籍」はさらにその半分以下である。

2章 で扱 った毎 日新聞記事データには,接 尾辞 「チック」が低頻度なが

ら15年 間毎年出現 していたにもかかわ らず,BCCWJの サブコーパス 「新

聞」では出現ゼロとなっているのはなぜか。2章 で扱 ったデータは15年 間

の毎 日新聞記事フルテキス トデータであったが,BCCWJの ほうは,サ ン

プリングによって抽出されたデータであ り,新 聞の全紙面の全記事ではな

い。また,母 集団の大 きさもことなる。毎 日新聞全記事の,1年 分の総語

数は,山 口2007の 図1に よれば,お よそ3000万 語～4000万 語である8)。15

年分であれば,少 な く見積 もって も4億 語 を超える。仮に4億 語とすると,

1000万 語 に1語 の出現割合であれば,4億 語の中には40語 の出現がある計

算 になる。2章 で見た接尾辞 「チ ック」の出現延べ数は39語 であった。つ

まりこのBCCWJの 「新聞」サブコーパスの総語数が もし1000万 語であれ

ば,接 尾辞 「チ ック」が1回 出現 してもよいわけであるが(毎 日新聞の15

年間のデータとBCCWJの 「新聞」のデータが等質であると仮定 した場合),

実際は 「新聞」サブコーパスの語数は約140万 語であるので,出 現数ゼロ

はじゅうぶんあ りうる結果 と言 えるであろう。

BCCWJの サブコーパスごとのデータ発行年の幅がかなり異なるため,

ここでは経年変化はみないこととし,BCCWJを 現代 日本語のお よその総

体 を代表するものと見なして,以 下,「 ～チ ック」の使用状況をみてい く。
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3-3「 チ ック」 の前 接 要 素

表2の とお り,前 接 要 素 の バ ラエ テ ィは,大 変 ゆ た か で あ る 。 異 な り数

68,延 べ 数117で あ る9)。

前 接 要 素 の 異 な り数68の うち,語 が66と ほ と ん どな の で あ る が,句 も出

現 して い る。 「日本 の 銭 湯 」 「セ ー ラ ー 服 と ほ に ゃ ら ら編'°)」の2つ で あ り,

「生 産 ・書 籍 」 と 「Yahoo!プ ロ グ」 に そ れ ぞ れ 出 現 し て い る 。 前 者 の 「生

産 ・書 籍 」 の 前 分 脈 ・後 分 脈 をみ る と,対 談 に お け る 発 言 に含 まれ る もの

で あ っ た 。 口 語 性 の 強 い テ キ ス トで は,句 に接 尾 辞 「チ ック」 が つ くこ と

が 許 容 され て い る と考 え られ る 。

前 接 要 素 の 語 種 は,漢 語25・ 和 語15・ 外 来 語22・ 混 種 語4と,や は り語

種 に制 限 は な い")。 しか し新 聞 記 事 デ ー タ に比 べ る と,外 来 語 の 割 合 が 比

較 的 多 い'2)。

前 接 要 素 の 品 詞 を見 る と,異 な り語 数66の う ち8件 まで が ナ 形 容 詞 で あ

る(イ ンス タ ン ト,ス キ ャ ン ダ ラス,リ ア ル,レ トロ,お しゃ れ,高 級,

面 倒,妖 艶'3))。 「チ ック」 は,も と も とは 名 詞 に後 接 して ナ 形 容 詞 を作 る

た め の もの だ っ た と考 え られ,ナ 形 容 詞 に 「チ ック」 をつ け る必 要 は な い

はず で あ る 。 に もか か わ らず,わ ざ わ ざつ け る もの が1割 を超 え て い る。

「チ ック」 の 持 つ 性 質 の う ち,ナ 形 容 詞 を形 成 す る とい う文 法 的 機 能 が は

た ら かず,そ れ 以 外 の 機 能 が 中 心 的 に は た ら くケ ー ス が 生 じて きた と考 え

られ る 。

ま た,前 接 要 素 の 名 詞 に は,ス テ レオ タ イ プ 的特 徴 を取 り出 しや す い も

の が 多 い,と い う の が 新 聞 記 事 デ ー タ か ら得 た 結 論 で あ っ た が,BCCWJ

の デ ー タ に は,「 サ ラ シ モ ノ」 「や らせ 」 の よ う な,特 徴 を取 り出 す こ とが

で き る 名 詞 と言 う よ りは,特 徴 そ の もの の よ う な名 詞 が 見 られ た 。 形 容 詞

に近 い名 詞 と もい え よ う。

前 接 要 素 に,固 有 名 詞(有 名 人 の 名 前:楳 図 さ ん,聖 子 ち ゃ ん,ム ネ オ
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[鈴木宗男])が 見 られるのも,新 聞記事データにはなかった特徴である。

特定のイメージが多 くの人に共有されている有名人の名前が,前 接要素 と

して使われている。

毎 日新聞記事データ(1991～2005)に は出現 しなかったが,BCCWJに

多 く見られる形 として,「 メルヘ ンチック」がある(延 べll7件 のうち21件)。

漫画チックや乙女チックと同様,ナ 形容詞としてほぼ固定化 した形 とみて

よいだろう。

3-4「 ～ チ ック」 の 品 詞 性

「～ チ ッ ク」 の直 後 に来 る形 を分 類 す る と表4の 通 りで あ る 。

「な」 「に」 「で」 お よび 「だ ・で す 」 な どの コ ピ ュ ラ を合 わ せ る と104

で,や は り 「～ チ ッ ク」 が ナ形 容 詞 で あ る こ と は動 か な い よ うだ 。 た だ,

「無 し」(直 後 に句 点 や?♪ や ★ な どが 来 て 文 が 終 わ っ て い る もの)が や

や 目 に つ く。Yahoo!プ ロ グ に多 い形 で,口 語 的 な 用 法 と思 わ れ る。

表4「 ～ チ ック」 の直後 に来 る助 詞類

国会

会議録

生 産 ・

書籍

流 通 ・

書 籍

生 産 ・

雑 誌

Yahoo!

知 恵 袋

Yahoo!

プ ロ グ
計

な 2 11 16 13 7 24 73

に 3 1 2 2 4 12

で 1 2 2 6 11

だ ・で す 等'4) 2 2 4 8

の 1 1 2

か ら 1 1

名詞 2 2

無し 1 7 8

計 2 16 21 18 14 46 117
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4ま とめ:「CD一 毎 日新聞」(1991-2005)とBCCWJの

検索結果 を比較 しなが ら

ここまでみて きたとお り,15年 間の毎 日新聞全記事データにおける接尾

辞 「チ ック」の使用状況 と,BCCWJに おける使用状況 には,共 通点 もあ

るが,相 違点も見 られる。ここで両者 を比較 しつつ,「 チ ック」の造語力

および日本語における位置づけについて,述 べる。

まず,接 尾辞 「チック」は,造 語力のかな りゆたかな接尾辞であると言っ

てよいだろう。前接要素の形は,表1・ 表2で 示 した通 り,さ まざまなバ

ラエティがある。前接要素の語種 は,和 語 ・漢語 ・外来語 ・混種語のいず

れ もあ りうる。毎 日新聞記事データとBCCWJを 比べると,後 者 には,前

者にはなかった,句 に接続 した例や固有名詞に接続 した例が少数なが らみ

られることか ら,接 続の可能性が広が りつつあることが示唆 される。

新聞記事 における日本語が,や や規範的 ・保守的な用法を保 とうとする

傾向があるとすると,も ともとは,ス テレオタイプ的な特徴を取 り出 しや

すい名詞 に接尾辞 「チ ック」が後接 してナ形容詞を形成 し,そ のステレオ

タイプ的特徴を有するものの形容に使 う,と い うパ ターンが基本的であっ

たと思われる。

いっぽう,BCCWJが,規 範的/非 規範的,保 守的/進 歩的,な どさま

ざまな日本語を含んだ現代 日本語の代表であるとすると,現 在は上記のよ

うなパ ターンではないものが増 えて,意 味用法が広がってきているようで

ある。すなわち,「Aチ ックなB」 において,Aの ステ レオタイプ的な特

徴 を有するBの 形容ではなく,た だ単純 に,AにBが 似ている,あ るいは

Aの 有する雰囲気やイメージにBが 似ている,あ るいはAに 関係するもの

にBが 似ている,と いうようなやや曖昧な形容のしかたが増えているよう

に思われる。たとえば,次 のような例である。
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⑳ そ の 中 枢 とな るの がLingoと い うDirectorな らで は の 簡 易 な ス ク リプ

ト言 語 。 これ ま で の プ ロ グ ラ ム 言 語 と違 い,非 常 に 英 語 チ ック で 理 解 し易

い(LBmO _00011)15)

8)海 母 水 は ヨカ ッ タ。 日本 の 銭 湯 チ ッ クで 。 汗 蒸 幕 もい い け どチ ム チ ル

バ ン の方 が ま ろや か な 熱 さ か な 。(PB22 _00257)

⑳ 薄 暗 い ドー ム型 の 高 架 下 に は,廃 塘 チ ッ ク な店 や 住 居 が 並 ん で い る 。

(PB13_00275)

上 記 の3例 は そ れ ぞ れ,「(Lingoは)英 語 に似 て い る」 「(韓国 の 「海 母

水 」 は)日 本 の 銭 湯 に似 て い る 」 「(高架 下 の 店 は)廃 塘 に似 て い る」 とい

う よ う な 意 味 で 使 わ れ て い る 。

次 の3例 は,省 略 ・飛 躍 の あ る文 で,そ れ を補 わ な い と形 容 が 理 解 し に

くい もの で あ る。

(3① か つ て ニ ッポ ン に は,そ う した心 理 に強 く訴 え る 「自動 車 チ ック」 な

ア ク セ サ リ ー を搭 載 し た 少 年 用 ス ポ ー ッ 車 が 氾 濫 した 時 代 が あ っ た 。

(PB15_00302)

(31)お 菓 子 チ ック な パ ッ ケ ー ジ は バ レ ン タ イ ン コ レ ク シ ョン 。 チ ョコ の香

りの グ ロ ス と シ ア ー な ク リ ー ム シ ャ ドウ で 甘 い 恋 到 来?(PM41 _00716)

(32)ピ ン ク の ワ ラ イ ンス トー ン に ラ ブ リ ー な リ ボ ン が つ い て姫 チ ッ ク 。

(PM41_00781)

(30)の 「自動 車 チ ッ ク」 は 「(自動 車 そ の も の で は な く)自 動 車 に つ け ら

れ る ア ク セ サ リー に似 た 」,(31)の 「お 菓 子 チ ッ ク」 は 「(お菓 子 そ の もの で

は な く)お 菓 子 に使 わ れ るパ ッケ ー ジ に似 た 」,(32)の 「姫 チ ック」 は 「(姫

そ の もの で は な く)い わ ゆ る お 姫 さ ま の着 る ド レス に似 た」 あ る い は 「お

姫 様 に ま つ わ る イ メ ー ジ に似 た 」 とい う よ う な意 味 で 使 わ れ て い る。

ま た,3-3で も述 べ た よ う に,「 チ ッ ク」 は名 詞 に後 接 して ナ 形 容 詞 を

形 成 す る た め の 接 尾 辞 で あ る と考 え られ る の だ が,BCCWJデ ー タ にお い
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ては,ナ 形容詞に 「チック」 を後接 した語形(例:お しゃれチック,高 級

チック等)が 異なり数で1割 を超えていた。これらの語形は,接 尾辞 「チッ

ク」 をつけなくてもナ形容詞なのであるから,こ の場合の接尾辞 「チック」

のはたらきは,品 詞 を変えるという文法的機能以外のものである。

接尾辞 「チ ック」の,文 法的機能以外の機能 として,2つ のものが考え

られる。まずひとつは,文 体表示機能である。

接尾辞 「チック」の出現する新聞記事の文章の性質には制限があった。

「娯楽提供 を目的とした文章」 もしくは 「大衆的表現芸術に関する批評 ・

紹介等の情報提供 をする文章」 において用いられていた。そうでない場合

は,話 しことばをそのまま写 した直接引用のなかで用いられていた。また,

BCCWJで はサブコーパスによって,接 尾辞 「チック」の出現する割合が

異なっていた(プ ログ〉雑誌〉知恵袋〉書籍〉国会会議録〉新聞,白 書,

広報紙,教 科書,法 律,韻 文)。 使われる文章 ・ジャンルの偏 りと,そ れ

の含 まれる文章を読んだ ときに受ける印象を合わせて考えると,接 尾辞

「チ ック」 は,口 語的 ・娯楽的 ・堅苦 しさのないくだけた感 じ ・お どけた

感 じ等のニュアンスを添えるはたらきをもっており,テ キス トがその よう

な文体であることを表示する機能を持っていると考えられる。

接尾辞 「チック」の,文 法的機能以外の もうひとつの機能は,「 言い切

り回避機能」 とでも呼ぶべ きものではないかと考える。「スキャンダラス

な」ではな く 「スキャンダラスチ ックな」,「面倒な」ではなく 「面倒チッ

クな」,を 使 うことにより,明 確に言い切 ることを避ける心理があるので

はないだろうか'6)。

ここまでの議論 をまとめると,次 の通 りである。

(ア)接 尾辞 「チック」の造語力はかな りゆたかである。

(イ)前 接要素 としてとりうるものの可能性が広が りつつある。
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(ウ)意 味 ・用法が広が りつつある。

(エ)ナ 形容詞を作 り出す という文法的機能以外に,文 体表示機能 ももつ。

また言い切 り回避機能が働 く場合 もある。

5お わりに 今後の課題

外来語由来の接尾辞 「チ ック」について,新 聞記事データおよび書 きこ

とばコーパスを用いて調べた。

15年間の毎 日新聞全記事データによれば,接 尾辞 「チ ック」は,① 低頻

度ではあるが,② 安定的 ・継続的な使用がみられた。

低頻度の理由は,接 尾辞 「チック」の文体表示機能が,使 うことのでき

る文脈を強 く制限するためと考 えられる。いっぽう,安 定的 ・継続的使用

の理由は,前 接語の自由度が高いために既成の語 を使 って次々とナ形容詞

を作 り出すことのできる便利 さ,造 語力のゆたかさであろう。名詞のみか

ら名詞 ・ナ形容詞への接続の広が り,お よび,意 味用法の広が り,も ある

ことから考 えて,今 後 もとうぶんすたれずに使われることが予想 される。

しか し汎用性の低 さから考えて,現 在 「基本語化」は していない し,今 後

もとうぶん 「基本語化」はしそうもないと考えられる。

今回は 「チ ック」の部分がカタカナ表記 されているものを調べたが,実

際には 「お とめちっ く」のようなひらがな表記の形 もある。また,「 チ ッ

ク」のバ リエーションとして 「ティック」の形 もあ りうる。それらも含め

た分析は,別 の機会に譲る。

また,今 回は15年 間の新聞記事データおよびBCCWJを 調べたが,さ ら

に長いスパンでの通時的調査,す なわち明治時代からの通時的な調査 も必

要であろう。 もともと一ticの訳語であった 「的」や,「 ふう」「ぽい」「み

たい」などの類義語 との比較 も行 う必要がある。
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注

1)学 術 ・研 究 向 け商 品(タ グ付 テキ ス トデ ー タ)「CD一 毎 日新 聞 デ ー タ集」

の入手 ・使 用が 困難で あったた め,大 阪市立 中央 図書館 所蔵 の一般 コ ンシュー

マ ー向 け商品 「CD一毎 日新 聞」 を使 用 した。

2)毎 日新 聞記事 デー タ(1991～2005)に お いて は,「 ま んが チ ック」 「マ ンガ

チ ック」 「お とめ チ ック」 「オ トメチ ック」 とい う表記 は 出現 しな か った。

3)新 聞 デ ー タか らの例 文 中 で,必 要 と思 わ れ る場合 には適 宜,[]を 用 い

て筆 者注 を入 れ る。

4)例 文(7)と(8)には,2カ 所 に 「漫画 チ ック」 が 出現 す るが,同 一記事 の 中 の

タイ トル と本 文 に重 複 して出 て くる もの な ので,表1の 作 成 にあ た っては そ

れぞ れ2つ で は な く1つ と数 えた。

5)村 中2011に おい て は 「「現代 日本語 書 き言 葉均 衡 コーパ ス」 モ ニ ター公 開

デ ー タ(2009年 度 版)」 のCD-ROM(略 称BCCWJ2009)を 用 い た結 果,接

尾 辞 「チ ック」 が24件 検 索 され て いる(ひ らが な表記 の 「ち っ く」 も含 む と

28件)。 本 稿 で 「中納 言 」 を用 い て検 索 したBCCWJは,BCCWJ2009よ り も

サ ブ コーパス が増 え,収 録語 数 が大 幅 に増 えた ため,検 索 結果 の 出現 語 形 も

増 加 してい る。

6)BCCWJの ウェ ブサ イ ト上 で は,広 報誌/広 報 紙 の両 方 の表 記 があ ったが,

本 稿 で は 「広 報紙」 に統 一 す る こと にす る。

7)BCCWJの 「書籍 」 はサ ブ コーパ ス 「ベ ス トセ ラー」 「流通 ・書籍 」 「生 産 ・

書 籍 」 に分 け られ て い る。 「ベス トセ ラー」 は各年 の ベス トセ ラー20位 まで

に挙 げ られた書 籍,「 流 通 ・書 籍 」 は東 京都 内公 共 図書 館 で広 く収 蔵 され て

い る書籍,「 生 産 ・書籍 」 は 日本 国 内で発 行 され た当該 期 間 のすべ ての書 籍,

か らそ れぞれ サ ンプ リング され た もので あ る。

8)山 口2007で は語 で はな く形 態 素 と してい るが,お よそ の数 として ここに示

す こ とにす る。

9)異 な り数 におい て は 「漫画/マ ンガ」 「乙女/オ トメ」 の よう に表 記 のみ

異 なる場合 もまとめ て一語 と して数 え た。 メルヘ ン ・チ ック とメ ルヘ ンチ ッ

ク につ いて も異 な り数 にお い ては一語 として ま とめ た。

10)Yahoo!プ ログにお ける出典 の文 をみる と,「 セ ーラー服 とほ に ゃらら編 チ ッ

ク に撮 影 って み まん たが萌 え ま したか あ ～???」(原 文 マ マ)と な って い
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る。 「セー ラ ー服 と機 関銃 」 とい う映画 に似 たイ メー ジで撮 影 を した,と い

うよ うな意味 で あろ う。

11)語 種 の判 断 は主 に 『新 潮現 代 国語辞 典 第2版 』 によっ た。 日本 人 名(固 有

名詞)は 和 語 と した。

12)こ れ は 「CD一毎 日新 聞」 の検 索 シス テ ムが カ タカナ連 続 を検 出 しに くい た

め に,新 聞記事 デー タにお け る 「チ ック」 の前接 要素 の語種 として外 来 語が

少 ない とい う結果 が 出た可 能性 もある。

13)こ こでは,確 実 にナ形容 詞で あ る と判 断で きる ものの み を挙 げ た。 ほか に,

オ カル ト,カ ル ト,メ ルヘ ン,ヤ ンキ ー,理 系,お 嬢様,な どもナ形 容 詞 と

して使 われ る可能性 が あ りそ うだが,標 準 的 で はな い と判 断 した。

14)「 だ ・です等」 の中 に,「 なの は」 「なんだけ ど」 「なんで しょう」 「やねん」

も含 め てい る。

15)以 下,BCCWJの 例 文 は,末 尾 にサ ンプルIDを 付 して示す 。

16)「 明確 な言 い切 りを避 ける」機 能 を持 つ とい う点で,「 チ ック」は 「的」と

共通 す る。
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JapaneseSuffixchikkuDerived

fromEnglish``-tic":

InvestigationUsingTwoKindsofData

1VIURANAKATOShlkO

TheJapanesesuffixchikku,ofEnglishorigin,isexaminedusingtwokinds

ofdata.TheJapanesesuffixchikkucorrespondstotheEnglishsuffix-tic.For

example,inthewordmangachikku,chikkuattachestomanga(comics),and

mangachikkubecomesaNa-adjective,meaning"seeminglycomic-like".Itis

thepurposeofthispapertoinvestigatetheusesituationandthepowerwhich

makesanewwordfromtheJapanesesuffixchikku.

Datal:CD-MainichiShinbun1991-2005(CD-ROMinwhichallthearticles

inMainichiNewspaperswererecordedwiththefulltext.)

Data2:BalancedCorpusofContemporaryWrittenJapanese(BCCWJ),cre-

atedbytheNationalInstituteforJapaneseLanguageandLinguistics.

BCCWJisacorpusofatotalofabout104,800,000words,andthesample

wasextractedbyrandomsampling,fromllsortsofdata:newspapers,maga-

zines,books,textbooks,whitepapers,publicinformationpapers,textsofthe

law,verse,theParliamentminutes,Yahoo!wisdom,andYahoo!blog.

Asaresult,thefollowingthingsbecameclear.Thesuffixchikkuisoflow

frequency.However,for15years,itdidnotdisappear,butappearedevery

year,andstableandcontinuoususewasseen.Itisthoughtthatthereasonfor

thelowfrequencyisthatthestyledisplayfunctionofthesuffixchikkuistore-

strictstronglythecontextwhichcanbeused.Ontheotherhand,itisthought

thatthereasonforstableandcontinuoususeisthattheflexibilityoftheword

placedimmediatelybeforechikkuishigh.Thatis,onenewNa-adjectiveafter

anothercanbemadebysuffixingchikkutoanestablishedword.Anyword
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ofJapaneseorigin,aChineseword,aforeignword,orahybridwordmaybe

sufficientastheelementattachedbeforechikku.

AlthoughchikkuhasbecomeasuffixplacedbehindanounandtoformaNa-

adjective,inthedatain2,therearesomewordforms(e.g.,osharechikku

(fashionable),koukyuuchikku(seeminglyhighrank),etc.)whichplaced

chikkubehindaNa-adjectiveinsteadofanoun,overtenpercentbynumber.

Furthermore,ifthedatainlarecomparedwiththedatain2,sinceexamples

linkedtoaphraseinsteadofawordandexampleslinkedtoapropernounin-

steadofageneralnounareseeninthelatterbutnotintheformer,itwillbe

suggestedthatthepossibilityofconnectionisincreasing.
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